
- 1 -

平成 17 年３月期　第３四半期財務・業績の概況(連結) 平成 17 年 1 月 27 日

上 場 会 社 名 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 株 式 会 社 （コード番号：９４３３　東証第１部）

( ＵＲＬ http://www.kddi.com )
代 表 者 役職名  代表取締役社長 氏名 小野寺　正

問合せ先責任者 役職名  経営管理本部長 氏名 長谷川　淳治 TEL ( 03 ) 6678 – 0712

１．四半期財務情報(連結)の作成等に係る事項

　① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：無

　② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：有

　③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：有　　連結　　(新規) 1社　　(除外) 5社

　　　　持分法　(新規) 1社 　 (除外) 1社

２.平成 17年 3月期第 3四半期財務･業績の概況( 平成 16 年 4 月１日 ～ 平成 16 年 12 月 31 日 )

(1)経営成績(連結)の進捗状況 (注)記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17 年 3 月期第 3 四半期 2,194,310 4.3 242,476 3.3 235,636 6.5

16 年 3 月期第 3 四半期 2,104,322 0.8 234,679 101.3 221,197 134.5

( 参 考 ) 1 6 年 3 月 期 2,846,097 292,104 274,547

四半期(当期)純利益
１ 株 当 た り 四 半 期

( 当 期 ) 純 利 益

潜 在 株 式 調 整 後 1 株

当たり四半期(当期)純利益

百万円 ％ 円 銭 円 銭

17 年 3 月期第 3 四半期 154,123 24.9 36,552 79 36,516 97

16 年 3 月期第 3 四半期 123,404 140.5 29,277 89 29,238 16

( 参 考 ) 1 6 年 3 月 期 117,025 27,747 54 27,707 64

(注)① 持分法投資損益 17 年 3 月期第 3 四半期 1,052 百万円 16 年 3 月期第 3四半期 920 百万円

16 年 3 月期 1,439 百万円

② 期中平均株式数(連結) 17 年 3 月期第 3 四半期 4,216,460 株 16 年 3 月期第 3四半期 4,214,928 株

16 年 3 月期 4,214,681 株

③ 営業収益、営業利益、経常利益、四半期(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率

(2)財政状態(連結)の変動状況

総　資　産 株　主　資　本 株 主 資 本 比 率 １株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円 銭

17 年 3 月期第 3 四半期 2,559,175 1,137,664 44.5 269,998 00

16 年 3 月期第 3 四半期 2,760,072 1,015,901 36.8 241,083 93

( 参 考 ) 1 6 年 3 月 期 2,639,580 1,009,390 38.2 239,514 78

(注) 期末発行済株式数(連結) 17 年 3 月期第 3 四半期 4,213,602.54 株 16 年 3 月期第 3四半期 4,213,892.11 株

16 年 3 月期 4,213,988.37 株

(3)キャッシュ・フロー(連結)の状況

営 業 活 動 に よ る

キャッシュ ・フロー

投 資 活 動 に よ る

キャッシュ ・ フ ロー

財 務 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

期 末 残 高
百万円 百万円 百万円 百万円

17 年 3 月期第 3 四半期 411,392 △1,104 △303,728 303,472

16 年 3 月期第 3 四半期 508,471 △123,900 △279,160 226,726

( 参 考 ) 1 6 年 3 月 期 622,697 △218,465 △328,911 196,518

３.平成 17年 3月期の連結業績予想( 平成 16 年 4 月１日 ～ 平成 17 年 3 月 31 日 )

営 業 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円

通　　　　　期 2,914,000 285,000 193,000

( 参考 )１株当たり予想当期純利益　( 通期 )   45,804 円 04 銭
上記予想は、本資料の決算発表日現在で入手可能な情報を基にしており、これらは経済環境、競争状況などの不確実な要因の

影響を受けます。従って、実際の業績は、今後様々な要因によって異なることがあります。
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１. 経 営 成 績 及 び 財 政 状 態

　平成 17年 3月期　第 3四半期（平成 16年 4月１日～平成 16年 12月 31日）における当社の経営成

績及び財政状態は、以下のとおりであります。

Ⅰ．経 営 成 績

(1) 業績等の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
平成 16年 3月期
第 3四半期

自　平成 15年 4月  １ 日
至　平成 15年 12月 31日

平成 17年 3月期
第 3四半期

自　平成 16年 4月  １ 日
至　平成 16年 12月 31日

比較増減 比較増減

（％）

営 業 収 益 2,104,322 2,194,310 89,987 4.3
営 業 利 益 234,679 242,476 7,796 3.3
経 常 利 益 221,197 235,636 14,438 6.5
四 半 期 純 利 益 123,404 154,123 30,719 24.9

    

わが国の経済は、設備投資の増加、企業収益の改善など、回復基調にはあるものの、原油価格の高騰

などの影響もあり、下半期に入り調整局面を迎えております。

この間電気通信業界では、国内企業による通信事業者の買収、携帯電話市場における第 3世代サービ

スへの移行本格化、固定通信市場における新たな競争の開始などにより、事業環境が急速に変化していく

中で、事業者間においてお客様獲得に向けた熾烈な競争が繰り広げられました。昨年 4 月には、電気通

信事業法が改正され、電気通信事業における事業区分（第一種、第二種など）及び契約約款が原則廃止

されたことに伴い、通信サービスの提供条件や料金について、事業者とお客様の直接の交渉によって契約

を結ぶことが可能となるなど、大きな構造変化を迎えました。

このような情勢のもと、当社および連結子会社におきましては、急速な環境変化に迅速かつ的確に対応

するとともに、当社グループ全体としての競争力強化を目的に、組織再編等による経営資源の効率化を図

ってまいりました。

当第3四半期の連結損益状況につきましては、営業収益は2,194,310百万円（前年同期比4.3％増）、

営業利益は　242,476百万円（前年同期比 3.3％増）、経常利益は 235,636百万円（前年同期比 6.5％

増）、四半期純利益は 154,123百万円（前年同期比 24.9％増）となりました。

　営業収益は、ブロードバンドサービス市場における事業者間での熾烈な競争や、固定電話通信市場に

おける低廉な料金の IP電話への移行などにより音声系収入等が減少したものの、ａｕ事業において第 3世

代携帯電話「CDMA 1X WIN」の拡販などでご契約数が増加したことにより、前年同期を上回りました。

営業利益・経常利益は、グループ全体にわたる設備投資の徹底した効率化や各種コスト削減の結果、

前年同期を上回りました。

また、四半期純利益についても、減損会計の早期適用により海底ケーブルの一部を含む遊休資産につ

いて減損損失を計上する一方で、PHS事業譲渡益の計上等により、前年同期を上回りました。

 (2)事業別の状況

　平成 17年 3月期　第 3四半期（平成 16年 4月１日～平成 16年 12月 31日）におけるグループ会社
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を含めた事業別の状況は次のとおりであります。

①【au事業】

・新機能搭載端末及び「au design project」第 3弾｢talby（タルビー）｣などを発売し、ラインナップを充実

・各種コンテンツサービスを充実

・国際ローミングサービスにおける提供エリアを拡大し、利便性を向上

・「CDMA 1X WIN」に｢ダブル定額｣を導入したほか、家族間の C メール送信料を無料など料金面を充実

・事業所内通話を定額料金で提供する法人向けの新サービス「OFFICE WISE（オフィスワイズ）」を開始

au 事業では、第 3 世代携帯電話で他社に先駆けた先進的なサービスと魅力的な端末がお客様から評

価をいただき、昨年 8月にａｕ携帯電話累計のご契約数が 1,800万を突破いたしました。

携帯電話端末では、「CDMA 1X」において、平成１３年にスタートした当社のデザイン開発プロジェクト

「au design project」モデルの第 3弾として、昨年１２月に内蔵アンテナ搭載による「超フラット＆超スリム」

な卓越したデザインだけではなく、優れた機能性も兼ね備えた魅力ある機種「ｔａｌｂｙ」を発売いたしました。

ブロードバンドケータイ「CDMA 1X WIN」においては、昨年１１月より、アーティストの楽曲を1曲まるごと

ダウンロードできる音楽配信サービス EZ「着うたフル™」のサービス提供に合わせて、ステレオスピーカー

を搭載し、大容量データフォルダや著作権付きデータも保存できる外部メモリに対応することで、EZ「着う

たフル™」の楽曲を十分にお楽しみいただける 4機種を発売いたしました。

コンテンツサービスでは、昨年 6 月よりａｕ携帯電話のインターネット接続サービス「EZweb」公式サイトに

おける、商品代金を電話料金とまとめてお支払いいただける「まとめてａｕ支払い」サービスのご提供を開始

いたしました。これにより、「EZweb」にご契約のお客様は、EZ「着うた®」や EZ「着うたフル™」等のデジタ

ルコンテンツ購入に加えて、昨年 11 月に開設した携帯電話事業者初となる自社によるＣＤ販売サイト「au

Records」等の各ショッピングサイトからの商品購入についても、パスワードの入力操作のみで快適なショッ

ピングをお楽しみいただくことが可能となりました。

また、当社とエキサイト株式会社は、「株式会社 Duogate（デュオゲート）」を昨年 12月に設立いたしまし

た。同社は、携帯電話とＰＣの連動を目指したポータルサイト事業を行い、音楽・ゲーム等のコンテンツ、コ

ミュニケーションツールなど端末横断的なサービスを軸に「外出先では携帯電話、自宅やオフィスでは PC」

という新しい利用シーンを提案してまいります。

国際ローミングサービス「GLOBAL PASSPORT（グローバルパスポート）」では、昨年5月の米国及びカ

ナダをはじめ、9 月には中国、11 月にはタイでのご提供エリアを拡大した他、昨年 10 月には新たにインド

ネシアにおいて音声ローミングサービスのご提供を開始いたしました。これにより、米国をはじめ 13 の国お

よび地域でご利用いただけます。また、韓国 SKテレコムとの業務提携により、韓国では音声通話に加え

て、新たに E メールの送受信などがご利用いただけるデータローミングサービスのご提供を開始するなど、

さらに利便性の向上に努めました。
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「cdmaOne」・「CDMA 1X」における料金面では、昨年 6 月に、パケット通信料割引サービス「パケット

割」について、定額料を 1,200円/月（税込 1,260円）から 1,000円/月（税込 1,050円）に、無料通信料を

800円/月（税込 840円）から 1,000円/月（税込 1,050円）に改定いたしました。

「CDMA 1X WIN」においては、昨年 8 月に、定額料 4,200 円/月（税込 4,410 円）のお支払いで

EZweb・E メールが使い放題となるパケット通信料定額サービス「EZ フラット」について、1 ヶ月間のご利用

が 40,000 パケットまでは 2,000 円/月（税込 2,100 円）の定額で、また、84,000 パケット以上は 4,200 円

（税込 4,410 円）の定額で使い放題となるよう提供条件の改定を行うとともに、サービス名称を「ダブル定

額」に改称いたしました。

さらに、昨年 11 月には、「家族割」をご契約のお客様を対象に、家族間の C メール送信料を無料とする

など、これまで以上に幅広い層のお客様にご好評いただいております。

モバイルソリューションサービスでは、au携帯電話を使った事業所内通話を定額料金でご提供する法人

向けの新サービス「OFFICE WISE」を昨年 11 月から開始いたしました。このサービスでは、お客様事業

所内にオフィスワイズ装置を設置し、au 携帯電話に付与したエリア内番号をあらかじめ装置へ登録してお

くことで、事業所内における登録端末同士の通話を事業所内通話として定額料金でご提供いたします。携

帯電話を利用したこのようなサービスは国内初となります。これにより、既存の固定電話による内線電話を

au 携帯電話に置き換えることが可能となり、席を外していても確実に連絡が取れるなど、業務の生産性向

上を図ることができるほか、面倒な配線が不要となるため、事業所レイアウト変更時などの作業効率化や大

幅な工事費削減を図ることができます。

　

この結果、昨年 12月末における auサービスのご契約数は 18,759千契約（前年同期比 17.4％増）とな

り、内　「CDMA 1X」についてはご契約数が 16,829千契約となるなど好調に推移いたしました。

　また、au 事業の営業収益につきましては、ご契約数の増加に伴い 1,537,221 百万円（前年同期比

15.5％増）となりました。

②【BBC&ソリューション事業】

・ブロードバンドへの急激なシフトに対応した積極的な営業活動を推進

・お客様満足度の向上に向け、「DION」において機能拡充を実施

・最先端 IP技術を利用した「KDDI メタルプラス」による IP電話サービスの利便性向上と利用拡大の推進

  ＢＢＣ＆ソリューションにつきましては、ブロードバンドへの急激なシフトに対応した積極的な営業活動を

推進いたしました。

個人のお客様向けインターネット接続サービス「DION」では、簡単にホームページの作成・更新が可能

となる BLOG（ブログ※）サービス「LOVELOG （ラヴログ）」や、親子で楽しめるDIONオリジナルコンテン

ツの一つとして、「セサミ BB™」に続く、「うごく! おえかき」のご提供を昨年 8 月に開始し、サービス向上に

努めました。なお、昨年 9 月末には、「LOVELOG」の使い勝手を向上させる大幅な機能拡充を行いまし

た。

また、個人のお客様向け「KDDI-IP 電話」、一般加入電話から携帯電話への通話サービス「0077 携帯
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宛電話」、携帯電話・PHS からの国際電話割引サービス「001 国際モバイルトーク」において、通話料の値

下げを行うなど、料金面での充実も図りました。

※BLOG（ブログ）とは、「WEB」上の「LOG」すなわち「WEBLOG」を略したものです。「WEB」は、ウェブサイトすなわちホームページ、また、

「LOG」とは、広い意味で「記録」という意味となります。「WEBLOG」とは、直訳的には、「ホームページ上に書き残す記録」という意味となります。

超高速光ファイバーを利用した「KDDI 光プラス」では、「光プラス電話」において携帯電話着の通話料

を、昨年 6月より、10円/23秒（税込 10.5円/23秒）から 10円/30秒（税込 10.5円/30秒）へ改定いたしま

した。「光プラス TV」においては、基本プランでお選びいただける対象ビデオ数を拡張するとともに、VOD

（ビデオ・オン・デマンド）の新しいコンテンツ（有料）として、TV 放送で人気の韓国ドラマ「冬のソナタ」や

NHK「大河ドラマ『武田信玄』」、「円谷チャンネル-BB」、「ソニーピクチャーズ提供の映画作品」などを順

次提供し、お客様のニーズにお応えいたしました。

　ネットワークゲームシステム「マルチマッチング BB（MMBB)」では、現在「MMBB」に対応している「プレ

イステーション 2」用オンラインゲームソフトの合計会員数（ブロードバンド回線による利用登録者数) が、昨

年 7月末で 10万人を突破しました。MMBBでは、主に ADSLや光ファイバーなどのブロードバンド回線

からの常時接続によりゲームをお楽しみいただいており、本年 1 月下旬に、韓国においてもサービスの提

供を開始いたしました。今後も順次、ゲームソフトメーカーとの連携のもと対応ソフトの拡充を図ってまいりま

す。

  法人のお客様向けサービスでは、昨年 7月に、法人向け通信サービス「KDDI IP-VPN サービス」にお

いて、新規リモートアクセスメニューとして、「SSL-VPN GW サービス※」のご提供を開始いたしました。こ

れにより、外出先や自宅から企業のイントラネット等にアクセスすることが可能となり、お客様の利便性が向

上いたしました。

　さらに、昨年 10 月から、光ファイバーを利用した法人向けサービス「KDDI 光ダイレクト」を開始し、お客

様が現在ご利用中の電話番号で高品質な IP 電話と超高速インターネット接続サービスが低廉な基本料、

通話料でご利用いただけるようになりました。

※SSL-VPN (Secure Sockets Layer-Virtual Private Network)

Netscape Communications 社が開発した、インターネット上で情報を暗号化して送受信するプロトコル「SSL」を利用した仮想的な専用回線。

「SSL」は公開鍵暗号や秘密鍵暗号、デジタル証明書、ハッシュ関数などのセキュリティ技術を組み合わせ、通信内容を暗号化し、データの盗聴

や改ざん、なりすましを防ぐことができます。

国際データ通信事業及びグローバルアウトソーシング事業においては、昨年 11 月に、英国の大手通信

事業者ブリテッシュ・テレコミュニケーションズ・ピーエルシー（BT）と戦略的提携を行うことで合意いたしまし

た。これにより、お客様の通信ニーズに対し、当社の国際ネットワークサービスと並行して、さらに高品質・

高付加価値なサービス提供が可能となり、充実したサービスを提供できる体制の構築を図ってまいります。

当社は、昨年 9月に｢固定電話網の IP化計画｣を発表いたしました。

これは、最新の IP技術を用いて、世界に先駆けて 2007年度末までに当社固定電話網を全て IP化する

計画で、｢KDDI 光プラス｣のバックボーンである当社独自の高品質 IP 網を拡張し、既存固定電話交換機

をソフトスイッチ※に置き換えることで、諸設備の低コスト化を図るとともに、当社ネットワークへの直収化を
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推進し、ＮＴＴ東西への接続料支払いを低減することにより、お客様に高品質なサービスを低廉な料金でご

提供することを可能とするものです。

   ※IPネットワーク対応型の電話交換機能を持ったシステム

本年 2 月には、お客様の加入電話回線を当社の高品質 IP 網に接続することで、低廉かつシンプルな

料金体系で固定電話相当の機能を実現できる高品質 IP電話サービス｢KDDIメタルプラス｣のご提供を東

名阪地域から開始いたします。「KDDI メタルプラス」では、現在の電話機、電話番号をそのままご利用い

ただくことが出来る他、緊急通報、キャッチホンなどの付加サービス、ADSL 等のインターネット接続サービ

スもご利用いただけます。既に、昨年 12 月より受付を開始しており、当社をご利用いただけるお客様の獲

得をさらに目指してまいります。

また、昨年 11 月には、当社の連結子会社の株式会社Ｋソリューション、株式会社 KCOM、株式会社オ

ーエスアイ・プラス、株式会社 KDDI エムサットを統合し、株式会社 KDDI ネットワーク＆ソリューションズ

（以下、KNSL）が発足いたしました。今後、KNSLでは、当社のネットワークソリューション業務の一部移管

により、法人のお客様が求める幅広いソリューションのニーズにお応えできる体制を整えるとともに、当社グ

ループの法人向け通信事業の一翼を担ってまいります。

  このようにサービスの拡充に努めてまいりましたが、固定電話市場において通信手段が携帯電話やメー

ル並びに低廉な料金の IP 電話へ移行したことなどにより音声電話収入等が減少し、BBC&ソリューション

事業の営業収益は 385,259百万円（前年同期比 6.0％減）となりました。

③【ツーカー事業】

・ツーカーグループ 3社を「完全子会社化する方針」を決定

・「シンプルさ」「使い勝手の良さ」を重視したサービスを推進

・ お客様の長期利用に重点を置いた販売戦略を展開

ツーカー事業では、「シンプルって、うつくしい。」をスローガンに、音声とメールのご利用が中心のお客

様向けに、「機能」「デザイン」「料金」や「サービス」など、すべての面で「シンプルさ」「使い勝手の良さ」を

追求したサービスのご提案を行ってまいりました。

その一環として、特に高齢者のお客様を中心とした「もっとカンタンに使える携帯電話がほしい」とい

うご要望に応え、「説明書がいらないくらいカンタン」「ディスプレイなし」「大きいボタン・スイッチ」

「大音量スピーカー」「大容量バッテリー」を特長とする、電話を受ける・電話をかけるだけに機能を

絞り込んで開発した通話専用の携帯電話「ツーカーS」を、昨年 11月より発売し、多くのお客様にご支

持いただくことができました。また、「骨伝導方式スピーカー」搭載の端末については、一部の店舗にて、

実際に骨伝導の音声をご体感いただくことを可能とするなど、お客様へのサービス面での充実に努めまし

た。これらの施策により、昨年 11月には、2年 7ヶ月ぶりのご契約数純増となりました。

なお、当社は、ツーカー事業において、事業全体の効率化と機動的な事業戦略展開が必要であり、そ

のためにはより一層強固で迅速な意思決定が可能となる体制の構築が必須であると判断し、本年 3月末を

目処に、ツーカーグループ 3社の完全子会社化を図ることといたしました。
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  この結果、昨年 12月末におけるツーカーサービスのご契約数は 3,600千契約（前年同期比 1.9％減）と

なり、営業収益については、ご契約数の減少により、178,385 百万円（前年同期比 15.3％減）となりました

が、各種費用の削減により採算性は向上いたしました。

④【ポケット事業】

当社は、連結子会社であるディーディーアイポケット株式会社（平成 16年 10月 5日「飯田橋フェニック

ス企画株式会社」に社名変更）について、事業の選択と集中の観点を含め最良の在り方を検討した結果、

カーライル・グループ、京セラ株式会社と当社からなるコンソーシアムが設立する受皿会社にＰＨＳ事業全

部を譲渡することで正式に合意し、昨年 10月に事業譲渡いたしました。

営業収益につきましては、当事業を事業譲渡したことにより、86,872 百万円（前年同期比 38.2％減※）

となりました。※前第 3四半期：9 ヶ月間累計、当第 3四半期：6 ヶ月間累計

⑤【その他の事業】

その他のグループ会社につきましては、情報通信市場の急速な環境変化に迅速かつ的確に対応し、当

社グループ全体の競争力を強化するため、グループの再編を行い、グループ会社間における業務の集約

による経営資源の効率化とともに、今後の成長が見込まれる業務分野を強化してまいりました。

具体的には、昨年 10月、当社の連結子会社である KDDI テレマーケティング株式会社と KDDI 総合

サービス株式会社を合併（昨年 12月、株式会社 KDDIエボルバに社名変更）いたしました。

営業収益につきましては、61,294百万円（前年同期比 54.1％減※）となりました。

※当第３四半期については、KNSLの営業収益を 4月から 9 ヶ月間累計して BBC&ソリューションに含めております。

 （３）通期の見通し

わが国の経済は、引き続き回復基調にあるものの、個人消費の伸びは鈍化し、消費者物価の下落基調

が続くなど、デフレ傾向の脱却にはもう少し時間がかかるものと思われます。

電気通信業界におきましては、携帯電話市場でのお客様獲得に向けた熾烈な競争に加え、固定通信

市場におきましても新たな競争局面に入ることとなります。このような状況の中、当社は、今後の成長と収益

基盤を確立すべく、事業環境の変化に迅速に対応するとともに、常にお客様のニーズを把握し、「戦略とス

ピード」を主眼において事業の展開を行ってまいります。

また、本年４月の個人情報保護法の施行によりお客様情報の管理については、一層厳格な保護が求め

られております。　これに先立ち、当社は、情報管理・コンプライアンスを徹底するため、リスク管理本部を設

置し、全社のリスクを一元的に管理・統括し、体制の整備強化を推進しております。さらに、従来より取り組

んでおります、お客様をはじめとするあらゆるステークホルダーの満足度を高める TCS（トータル・カスタマ

ー・サティスファクション）活動を一層推進することにより、企業価値のさらなる増大、ブランド力の強化に努

めてまいります。

ａｕ事業においては、「CDMA 1X WIN」の拡販により、今まで以上に快適なモバイル環境のご提供に努

め、ビジネス領域の拡大を目指してまいります。

モバイルソリューションサービスにおいては、au 携帯電話を使ったエリア内通話を定額料金で提供する

法人向けの新サービス「OFFICE WISE」の開始に伴い、法人市場のさらなる拡大を目指し、商品開発力


